
名古屋市北区柳原三丁目7番8号 
TEL〈052〉916－2251 
FAX〈052〉916－2308

U R L http://www.jaichi.jp
Eメール info@jaichi.jp

（１） ２００６年１２月１０日 第９３４号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

２００６．１２．１０
No.934

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

１２月６日、緊急の県民集会に６００人が参加。教育基本法改悪案の廃案求め
栄の街をパレード

政
府
・
与
党
は
、
１１
月
１５
日

の
衆
議
院
特
別
委
員
会
に
続
い

て
、
１６
日
衆
議
院
本
会
議
で
教

育
基
本
法
「
改
正
」
法
案
の
単

独
採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。
国

民
世
論
は
、「
教
育
基
本
法
改

正
は
参
議
院
で
審
議
を
つ
く

せ
」（
１１
／
２２
「
日
経
」
社
説
）

等
の
報
道
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、「
徹
底
審
議
を
」
引
き
続

き
強
く
要
求
す
る
と
と
も
に
、

い
じ
め
問
題
・
必
修
教
科
の
未

履
修
問
題
の
徹
底
審
議
、
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ら
せ
問
題

の
全
容
解
明
を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
い
ま
、
教
育

基
本
法
改
定
賛
成
の
人
を
含
め

て
、「
法
案
成
立
を
急
ぐ
の
で

は
な
く
徹
底
審
議
を
」
の
世
論

を
飛
躍
的
に
広
げ
る
可
能
性
と

条
件
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

野
党
各
党
は
参
議
院
で
も
一

致
し
て
「
政
府
法
案
の
今
国
会

成
立
阻
止
」
を
掲
げ
て
与
党
と

対
峙
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

政
府
・
与
党
と
一
部
マ
ス
コ
ミ

が
野
党
共
闘
の
分
断
を
は
か

り
、
政
府
案
と
民
主
党
案
の
修

正
を
促
す
な
ど
様
々
な
策
動
を

強
め
て
お
り
、
世
論
と
運
動
の

急
速
な
発
展
は
こ
の
点
で
も
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
も
こ
の
間
、
広
範
な

諸
団
体
と
の
共
同
に
よ
る
大
規

模
集
会
が
大
阪
７
５
０
０
人
、

北
海
道
１
万
人
等
で
開
催
さ

れ
、
愛
知
で
も
新
聞
意
見
広
告

（
１１
／
１１
中
日
新
聞
�
写
真
）

や
１１
・
１８
県
民
集
会
や
１２
・
６

集
会
な
ど
、
教
基
法
改
悪
法
案

の
重
大
な
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
、
拙
速
な
成
立
に
反
対
す
る

広
範
な
国
民
世
論
を
広
げ
て
き

て
い
ま
す
。

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
の
北
・
東
・

千
種
・
名
東
・
西
・
中
川
の
各

地
区
協
で
は
１１
月
２８
日
か
ら
１２

月
４
日
に
か
け
て
、
連
日
昼
休

み
に
国
会
議
員
の
地
元
事
務
所

を
訪
問
。地
元
秘
書
と
懇
談
し
、

教
育
基
本
法
改
悪
は
し
な
い

で
！
国
民
の
声
を
聞
い
て
法
案

の
廃
案
を
！
と
要
請
行
動
に
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。私
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
の

た
た
か
い
で
、
今

国
会
で
の
法
案
成

立
阻
止
を
な
ん
と

し
て
も
勝
ち
取
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
地
域
・
職

場
か
ら
衆
議
院
段

階
を
上
回
る
運
動

で
必
ず
廃
案
に
追

い
込
み
ま
し
ょ

う
。

せい ろく

ああべべ精精六六ささんんとと
県県政政変変ええよようう

革
新
県
政
の
会
は
１２
月
４

日
、
第
３
回
団
体
・
地
域
代
表

者
会
議
を
開
き
、
来
年
２
月
４

日
投
票
の
県
知
事
選
挙
を
あ
べ

精
六
候
補
（
�
愛
労
連
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
所
長
）
の
勝
利
を

め
ざ
し
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

あ
べ
氏
は
「
財
界
い
い
な
り

の
県
政
か
ら
県
民
の
願
い

が
届
く
県
政
に
転
換
し
、

悪
政
に
も
財
界
に
も
き
っ

ぱ
り
県
民
の
声
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

羽
根
克
明
事
務
局
長

は
、
同
選
挙
の
立
候
補
を

表
明
し
て
い
る
石
田
芳
弘

前
犬
山
市
長
と
の
「
協

議
」経
過
に
つ
い
て
触
れ
、

「
共
同
の
合
意
に
向
け
誠
意
を

も
っ
て
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
民
主
党
と
連
合
愛
知
の
激

し
い
妨
害
で
話
し
合
い
す
ら
行

え
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

石
田
氏
本
人
も
こ
れ
を
受
け
止

め
る
態
度
を
示
し
、
協
議
は
事

実
上
破
綻
し
ま
し
た
」と
報
告
。

た
だ
ち
に
選
挙
態
勢
に
突
入
す

る
こ
と
を
提
起
。
１２
月
２２
日
夜

６
時
半
か
ら
「
知
事
選
勝
利
総

決
起
集
会
」
を
ウ
ィ
ル
あ
い
ち

（
東
区
）で
開
く
予
定
で
す
。

阿部さん略歴
１９４０年、岩手県生まれ。（６６歳）高校
卒業後、石川合板入社。その翌年の１９５９
年、伊勢湾台風で、寮が避難所になり、
救援活動の中で労働組合に出会う。以来
４７年間労働運動に奮闘し、愛労連議長を
歴任。現在、愛労連・労働相談センター
所長として、急増する労働相談にとりく
む多忙な毎日。偽装請負や不払い残業、
過労死を追求する本物の働く者の代表
者。東浦町在住。妻と二人暮らし。

教教育育基基本本法法

知知 事事 選選 勝勝 利利
総総 決決 起起 集集 会会
とと きき １１２２月月２２２２日日（（金金））１１８８：：３３００～～
ととこころろ ウウィィルルああいいちちホホーールル

国
民
世
論
を
広
げ
て
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廃
案
ま
で
た
た
か
い
ぬ
こ
う

１１
月
１１
日
、「
中
日

新
聞
」
に
意
見
広
告

を
掲
載
。
県
民
世
論

を
広
げ
て
い
ま
す
。

庶庶民民増増
税税・・ムムダダ

遣遣いい
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蒲
郡
市
職
員
組
合
も
参
加
す

る
革
新
蒲
郡
ま
ち
づ
く
り
学
校

が
１１
月
２６
日
、「
市
民
の
く
ら

し
と
財
政
を
考
え
る
学
習
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
代
表
世
話

人
の
清
水
さ
ん
は
、
国
保
料
は

豊
橋
よ
り
平
均
１
万
円
高
い
。

新
城
よ
り
２
４
０
０
０
円
高

い
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
差
が
あ

る
の
か
？

市
の
対
応
改
善
さ

せ
る
た
め
に
ま
ず
財
政
学
習
を

し
て
政
策
要
求
を
つ
く
ろ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
蒲
郡
市
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
中
根
徳
男
書

記
長
は
、「
公
債
費
（
借
金
の

返
済
）
や
物
件
費
な
ど
公
共
工

事
の
実
施
に
よ
り
大
幅
に
増
え

て
い
る
こ
と
で
財
政
難
に
な
っ

て
い
る
」
と
説
明
。
大
阪
自
治

体
問
題
研
究
所
・
大
阪

経
済
大
学
講
師
の
初
村

ゆ
う
じ
氏
は
、
蒲
郡
の

財
政
構
造
は
、
競
艇
収

益
に
依
存
し
す
ぎ
た
運

営
だ
っ
た
と
分
析
、
財

政
運
営
を
住
民
参
加
で

進
め
た
岸
和
田
市
や
津

南
町
の
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
財
政
難

の
大
き
な
要
員
と
し
て

国
の
財
政
政
策
が
あ
る

と
指
摘
、
こ
う
し
た
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
労
働
組
合
と
住

民
の
共
同
し
た
運
動
が
必
要
で

あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

討
論
で
参
加
者
か
ら
、「
市

の
箱
物
行
政
を
ど
う
し
た
ら
変

え
て
い
け
る
の
か
」「
病
院
な

ど
の
特
別
会
計
の
実
態
は
赤
字

な
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
だ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
蒲
郡
市
は
財

政
悪
化
を
理
由
に
保
育
園
の
民

営
化
を
は
じ
め
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
切
り
捨
て
る
一
方
で
、
第

三
セ
ク
タ
ー
の
リ
ゾ
ー
ト
施

設
・
ラ
グ
ー
ナ
な
ど
を
経
営
す

る
蒲
郡
海
洋
開
発
に
２８
億
円
の

増
資
を
決
め
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
々
と
協
力
し
合
う
学
習
活

動
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

港
文
化
小
劇
場
ホ
ー
ル
に

黒
坂
さ
ん
の
コ
カ
リ
ナ
の
音

色
が
さ
わ
や
か
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。１２
月
１
日
夜
、

み
ん
な
で
平
和
と
憲
法
９

条
を
守
ろ
う
と
名
古
屋
市

職
労
の
福
祉
支
部
や
環
境

局
支
部
、
港
区
役
所
支
部

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て

準
備
が
す
す
め
ら
れ
た
コ

カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
は
会

場
い
っ
ぱ
い
に
２
５
０
人

が
つ
め
か
け
ま
し
た
。

黒
坂
黒
太
郎
さ
ん
は
、

名
古
屋
市
職
労
４０
周
年
に
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
そ
れ
以

来
の
こ
と
。
今
回
の
企
画
に

は
、
女
性
部
や
青
年
部
、
現

業
評
議
会
な
ど
も
運
営
に
参

加
し
て
平
和
活
動
を
す
す

め
、
９
条
の
会
を
さ
ら
に
広

げ
よ
う
と
合
同
ラ
イ
ブ
の
形

式
。「
平
和
じ
ゃ
な
く
ち
ゃ

く
ら
せ
ー
せ
ん

あ
そ
べ

ー
せ
ん
」
を
テ
ー
マ
に
、
池

田
香
代
子
さ
ん
の
日
本
国
憲

法
の
英
文
訳
を
よ
み
あ
げ
、

教
育
基
本
法
を
歌
い
上
げ
る

な
ど
会
場
と
舞
台
が
ひ
と
つ

に
な
る
場
面
も
。
参
加
者
の

素
敵
な
笑
顔
が
広
が
り
ま
し

た
。

コカリナ演奏の黒坂黒太郎さん（右）と
ハープを奏でる矢口周美さん（左）

上記グラフは蒲郡市の一般財源の推移です。「競艇からの
繰出」、「臨時一般財源」、「経常余剰」の合計が政策的経費
に充てる一般財源です。最高は９２年度の１４０億円、最低は
０５年度の５４億円となっています。その原因は、競艇からの
繰出と経常余剰の激減にあります。

◆
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
我
が
通
園
施
設
も
契
約
制

度
（
１０
月
）
へ
と
移
行
し
、
保

護
者
へ
の
影
響
、
事
務
の
繁
雑

化
を
感
じ
て
い
ま
す
（
水
野
利

子
・
瀬
戸
市
職
労
）
◆
小
牧
空

港
の
軍
事
化
を
危
惧
し
て
い
ま

す
。
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

自
宅
上
空
に
は
水
色
の
Ｃ
１
３

０
輸
送
機
が
よ
く
飛
来
し
ま

す
。
将
来
、
米
軍
の
戦
闘
機
が

訓
練
飛
行
で
轟
音
を
と
ど
ろ
か

せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
騒
音
・
衝

撃
波
被
害
が
心
配
で
す
（
小
島

克
己
・
名
古
屋
市
職
労
）
◆
最

近
、
結
婚
し
て
名
古
屋
の
実
家

を
離
れ
豊
橋
に
住
ん
で
い
ま

す
。
ず
っ
と
実
家
暮
ら
し
だ
っ

た
の
で
家
族
と
離
れ
る
の
は
さ

み
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
新
し
い

家
族
で
仲
良
く
や
っ
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
恋
し
く
な
っ
て
時
々

（
？
）
実
家
に
帰
っ
て
し
ま
い

ま
す
（
笑
）（
加
古
香
里
・
豊

橋
市
職
労
）
◆
最
近
、
姉
が
自

宅
を
出
て
結
婚
し
ま
し
た
。
さ

み
し
い
け
れ
ど
た
ま
に
家
に

帰
っ
て
く
る
と
、
い
ろ
ん
な
話

し
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
よ
。

結
婚
生
活
の
話
、
家
の
話
、
仕

事
の
話
や
お
互
い
の
市
の
話
。

お
互
い
に
県
・
市
の
職
員
な
の

で
、
い
ろ
ん
な
話
が
で
き
て
参

考
に
な
り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
た

く
さ
ん
話
を
し
て
、
明
る
い
家

庭
が
い
い
で
す
ね（
牧
奈
都
子
・

瀬
戸
市
職
労
）
◆
今
年
は
台
風

の
影
響
も
少
な
く
静
か
な
一
年

で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

（
辻
章
博
・
豊
橋
市
職
労
）

家族・知人等で困っている方に紹介ください。

パート・臨時・派遣、どなたでも相談できます。職職
場
の
声声

労働相談１１０番
祝祭日を除く月～金 �：３０～１６：３０

愛労連
労働相談センター

�０５２－８８１－１４１１
E－mail 110@airoren.gr.jp

とと きき １１２２月月１１７７日日（（日日））
午午後後１１時時

～～５５時時
ととこころろ 労労働働会会館館東東館館

ホホーールルとと本本館館
会会議議室室

会会 費費 １１００００００円円
（（学学習習協協会会員員

はは５５００００円円））
主主 催催 愛愛知知県県労労働働者者

学学習習協協議議会会
「「友友」」フフェェスス
タタ実実行行委委員員会会

☆沖縄の歌とエイサー
（浜盛重則さん友情出
演）

☆学習の友を使った３０分
学習会（教育、雇用、公
務労働、メンタル）

☆学習の友歴史展示館
（愛知版）
☆フィールド学習
（熱田空襲戦跡）
（参加者で学習の友の
記事をつくろう）

☆お楽しみ豪華抽選会
☆交流コーナー、ドリン
クコーナー

●保育室も用意します
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��１１人人ああたたりり日日帰帰りり２２００円円
かからら

��国国内内（（宿宿泊泊））旅旅行行はは２２５５００
円円かからら
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新
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中田 進氏
（関西勤労協講師）

「人間らしく
働くこと
生きること」

～働く人々が
大切にされる社会を～

００６６年「友友」フフェェススタタへへののおお誘誘いい
学学習習のの友友でで「「学学びび合合うう仲仲間間」」づづくくりりをを

職職場場ににつつくくろろうう
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